
 

＜＜稲付の餅搗唄＞＞ 
～北区指定無形民俗文化財に触れる～ 

 今年も学習展示会の日（1月 17 日）に 1年生が稲付中学校恒例の「餅つき」を行いました。この本校伝統

行事を支えてくださっているのが道灌山稲荷講（稲付千本杵餅練り唄餅搗き唄保存の会）の皆さまです。朝早く

からもち米を炊き、重たい臼と杵を運ぶなどの準備をしてくださいました。そして、餅つきが始まると代表の方から

稲付千本餅練り唄、稲付千本杵餅搗き唄についての説明があり、実際に餅練り、餅つきに合わせて唄を披露し

てくださいました。本校 1年生も代表生徒が餅練りや餅搗きを体験させていただきました。見ている生徒も「ヨイ

ショ！」と合いの手を入れたりして大いに盛り上がりました。そして、お土産に搗きたてのお餅（あんこときな粉）を

いただきました。みんな自宅でおいしくいただきました。保存会の皆様、貴重な体験をありがとうございました。 

＜＜北区立中学校書き初め席書会＞＞ 
１月 20日（火）北区立明桜中学校体育館にて北区立中学校書き初め席書会が行われました。本校からは

２年生女子生徒が代表で参加しました。当日は、担当校長先生からの開会の言葉、書道専門家の先生からの

励ましの言葉、そして、諸注意があり、その後、席書が始まりました。シーンと静まり返った会場は厳かな雰囲気

に包まれました。そんな中、各校の代表生徒はまさに「一筆入魂」、集中して取り組んでいました。 

 

 

＜＜北区立中学校連合展示会＞＞ 
 １月２４日（土）～２６日（月）に北とぴあ展示室にて北区立中学校連合展覧会が開催されました。本校から

は、書写、美術、技術・家庭科、５組の作品、計１６９点を出品しました。どの作品も個性豊かで興味を引くもの

ばかりでした。来場者は思わず足を止めて作品に見入っていました。 

 

 


